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2025 年度一般社団法人日本ゴールボール協会事業報告 

 

1. 大会関係事業 

（目的） 

日本国内におけるゴールボール競技の普及振興と競技力向上のため、競技大会を開催し、育成強化を図っ

た。 

 

（1）主要大会 

■MONEY DOCTOR 2025 日本ゴールボール選手権大会女子予選大会 

日程：2025 年 7 月 19 日（土）・20（日） 

会場：所沢市民体育館（〒359-0042 埼玉県所沢市並木５丁目 3 番地） 

参加チーム：10 チーム 

備考：2 コート 

 

■MONEY DOCTOR 2025 日本ゴールボール選手権大会男子予選大会 

日程：2025 年 9 月 13 日（土）～15 日（月） 

会場：所沢市民体育館（〒359-0042 埼玉県所沢市並木５丁目 3 番地） 

参加チーム：16 チーム 

備考：2 コート 

 

 

■MONEY DOCTOR 2025 日本ゴールボール選手権大会 

日程：2025 年 11 月 22 日（土）・23 日（日） 

会場：所沢市民体育館（〒359-0042 埼玉県所沢市並木５丁目 3 番地） 

参加チーム：男子 6 チーム・女子 6 チーム ※それぞれの予選を勝ち抜いた上位６チームが参加 

備考：2 コート 

 

（2）共催大会 

■2025 ジャパンパラゴールボール競技大会（JPSA 主催） 

日程：2025 年 10 月 3 日（金）・4 日（土） 

会場：豊橋市総合体育館  

参加国：日本 A・日本 B・タイ・パキスタン 

備考：1 コート 

 

【大会運営（ボランティア・コーディネーション）】 

昨年度に引き続き「競技運営ボランティア（オフィシャル）」と「大会運営ボランティア」に分けて大会運

営を行いました。また、日本選手権のオフィシャルクリニックではこれまでに大会に参加したことがある方



 

2 

 

などに募集を絞り、オーバータイムやエクストラスローの確認やこれまでの疑問点などを中心に行ったこ

とで、日本選手権の試合もスムーズに試合が進行できました。 

 

（3）クリニック 

■2025 年 5 月 17 日 

オフィシャルクリニック（足立区立興本小学校（西校舎）） 受講者：30 名 

 

■2025 年６月７日・８日 (所沢市民体育館) 

審判員入門講習会：6 名 

現任レフェリー勉強会：5 名 

オフィシャルクリニック：17 名 

 

■2025 年８月 2 日・3 日（所沢市民体育館） 

C 級レフェリー認定試験：6 名 

現任レフェリー勉強会：3 名 

オフィシャルクリニック：5 名 

 

■2025 年 10 月４日・５日（所沢市民体育館） 

審判員入門講習会：1 名 

現任レフェリー勉強会：2 名 

オフィシャルクリニック：8 名 

 

■2025 年 6 月 29 日 (高知県立盲学校） 

審判員入門講習：7 名 

 

■2025 年 3 月 15 日（岐阜県立岐阜盲学校） 

オフィシャルクリニック： 7 名 

 

■国際レフェリークリニック（所沢市民体育館） 

2025 年 11 月 19 日～23 日 

日本人４名、韓国人２名受講 

 

日本にいながらにして、国際大会なみの英語でコミュニケーションをとり、日本人４名にとっては有意義な

クリニックであった。今後の活躍を期待します。 

 

【国際大会（レフェリー参加）】 

①VANDA Goalball Nations Cup 2025 

②Malmö Lady Intercup 2025 
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③2025 JAPAN PARA GOALBALL CHAMPIONSHIPS 

④2024Asia Pacific Championships 

⑤13th ASEAN Para Games Thailand 

 

2. 普及啓発部 

（目的）  

盲（視覚特別支援）学校や障害者スポーツ関連機関等と連携し、また一般校に通う視覚障害児童生徒を

対象とし、国内でゴールボール競技の普及と振興を推進する。当協会独自の取り組みとして、地域での

体験会や普及大会等の機会を設け、障害の有無に関わらず、互いの交流や競技普及を目的とする大会を

引き続き設ける。 

初心者チームへは技術力向上と競技規則の習熟を図り、合わせてレフェリーを目指す方には実技経験と

レフェリー技術のレベルアップを図ることができる中級者レベルの大会を開催し、ゴールボール競技へ

の一層の理解と普及・啓発を図る。 

新たな取り組みとして、大型商業施設やパラスポーツ関連イベントなどに出前型の体験ブース出展を行

い、気軽にボールやアイシェードに触れてもらえる機会を創出する。加えて、点字を通じて視覚障害理

解への取り組みも合わせて行う。 

 

（1）盲学校・弱視教育研究会との連携事業 

◎日程：2025 年９月 10 日(水) 会場：東京都世田谷区立笹原小学校 

児童 14 名、保護者９名、教職員２名参加 

 

 ◎日程：2026 年１月 17 日(土) 会場：東京都足立区立足立小学校 

     児童 13 名、保護者２名、教職員２名参加 

 

 ◎日程：2026 年２月 10 日(水) 会場：山梨県立盲学校 

     生徒 7 名、教員８名参加 

 

（2）2025 チャレンジゴールボール大会 Supported by ディ・クリエイト 

ゴールボールの基本動作からゲームまでを体験できる初心者向け交流型大会。 

 

◎2025 チャレンジゴールボール北信越大会 Supported by ディ・クリエイト 

日程：2025 年 6 月 22 日（日） 会場：富山市東富山体育館 ５チーム 22 名参加 

 

◎2025 チャレンジゴールボール北海道・東北大会 Supported by ディ・クリエイト 

  日程：2025 年 8 月 2 日（土） 会場：山形市総合福祉センター ２チーム 15 名参加 

 

◎2025 チャレンジゴールボール中国大会 Supported by ディ・クリエイト 

日程：2025 年 9 月 7 日（日） 会場：鳥取県民体育館 ５チーム 20 名参加 
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◎2025 チャレンジゴールボール近畿大会 Supported by ディ・クリエイト 

  日程：2025 年 10 月 19 日（日）  会場：守山市民体育館 16 チーム 73 名参加 

 

◎2025 チャレンジゴールボール四国大会 Supported by ディ・クリエイト 

日程：2025 年 11 月 16 日（日） 会場：香川総合リハビリテーション福祉センター  

５チーム 26 名参加 

 

◎2025 チャレンジゴールボール九州大会 Supported by ディ・クリエイト 

  日程：2025 年 11 月 30 日（日） 会場：鹿児島県障害者自立交流センター ８チーム 35 名参加 

 

◎2025 チャレンジゴールボール関東大会 Supported by ディ・クリエイト  

日程：2025 年 12 月 14 日（日） 会場：やまなしパラスポーツセンター ６チーム 22 名参加 

 

◎2025 チャレンジゴールボール東海大会 Supported by ディ・クリエイト 

  日程：2026 年 2 月 22 日(日) 会場：豊橋市総合体育館 ５チーム 17 名参加 

 

（3）アドバンスカップ 

チャレンジ大会への出場経験があり、今後、日本選手権などの出場を目指すチームの競技力向上及び

ベンチワークといったチームの総合力アップ。また、レフェリーを目指す方の研修の場とする大会。

東西 2 地域で開催。 

日程：2025 年９月 28 日（日） 会場：ＳＡＧＡパラスポーツセンター ５チーム 26 名参加 

日程：2025 年 10 月 12 日（日） 会場：所沢市民体育館 ６チーム 38 名参加 

 

（4）ゴールボールタッチキャラバン 

  参加型の体験ではなく、大型商業施設などを訪れた不特定多数の方を対象に、ボール・アイシェード

に触れ「見て・触る」とした新たな事業を実施。また、希望者に点字シールを作成配布し点字の啓発

も実施。 

日程：2026 年１月 18 日(日)  会場：イオンモール八幡東店（福岡県）300 名 

日程：2026 年２月 11 日(水・祝)  会場：イオンモール広島祇園店（広島県）107 名 

 

（5）体験会等協力 

 ＜各学校からの依頼に協力し子供たちにゴールボール体験授業実施、イベント開催への協力＞  

＊人数は体験者人数 

◎「大阪・関西万博ゴールボール体験」依頼：毎日新聞社、毎日新聞ビジョン・コンソーシアム  

日程：2025 年４月 19 日（土）～21 日（月）  参加者３日間計 785 名  

 

◎「令和 7 年度スポーツ推進委員実技研修」 依頼：我孫子市教育委員会  
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日程：2025 年４月 20 日（日） 我孫子市民体育館 東葛飾地区スポーツ推進員 40 名 

◎「笑顔と学びの体験活動プロジェクト」 主催：東京都 運営：ニッポン放送プロジェクト 

日程：2025 年６月５日（木）  大島町立さくら小学校 全校生徒 76 名 

  日程：2025 年６月 12 日（木） 足立区立千寿桜小学校 １・２年生 187 名 

  日程：2025 年７月 15 日（火）  東京都立板橋有徳高校 定時制 46 名 

      

◎「障害者スポーツ体験授業」 依頼：新宿区教育委員会 

日程：2025 年６月 24 日（火） 新宿区立江戸川小学校  ４年生 38 名 

日程：2025 年９月９日（火）  新宿区立落合第 5 小学校 ４年生 34 名 

日程：2025 年 10 月６日（月） 新宿区立余丁町小学校    ４年生 64 名 

日程：2025 年 10 月 23 日（木） 新宿区立早稲田小学校    ４年生 119 名  

 

◎「本庄市におけるゴールボール体験授業」 主催：本庄市教育委員会 

日程：2025 年６月 27 日（金） 本庄市金屋小学校 ５年生 37 名 

 

◎「駒沢体育館リニューアルオープン・東京 2020 メモリアルデーイベント」 

依頼：東京都スポーツ文化事業団 運営：テー・オー・ダブリュー 

日程：2025 年７月６日（日） 駒沢公園体育館 参加者 300 名 

 

◎「つなごう！みんなの One Heart～ゴールボールで広がる新しい世界～」  

依頼：八女青年会議所青少年育成委員会 

   日程：2025 年 7 月 26 日（土） 八女市立福島小学校 ３年生～６年生 50 名 

 

◎「ゴールボールを体験してみませんか」依頼：東京女子体育大学・短期大学同窓会藤栄会 

日程：2025 年 7 月 27 日（日） 東京女子体育大学 卒業生 60 名 

 

◎「Ｃスポーツパーティー2025」主催：札幌市中央区スポーツ推進委員会 

   日程：2025 年 8 月 24 日（日） 北ガスアリーナ札幌 46 参加者 83 名 

 

◎「ゴールボール出前事業」 委託：福島県 依頼：福島県障がい者スポーツ協会 

   日程：2025 年９月４日（木）  南相馬市立原町第一中学校 90 名 

日程：2025 年 11 月 10 日（月） いわき市双葉町立双葉南・北小学校及び双葉中学校 28 名 

日程：2026 年２月 20 日（金）  福島市立北沢又小学校 3 年生 78 名 

 

◎「ゴールボール体験会」 主催：東京都パラスポーツトレーニングセンター 

     日程：2025 年 9 月７日（日）    東京都パラスポーツトレーニングセンター 参加者 14 名 

日程：2026 年２月 15 日（日）   東京都パラスポーツトレーニングセンター 参加者５名 

◎「東京都放課後子ども教室」 主催：東京都教育庁 運営：アーシャルデザイン 
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日程：2025 年９月 22 日（月）   新宿区立津久戸小学校  １年生～５年生９名 

日程：2025 年 11 月 19 日（水）  北区立十条小学校    １年生～５年生 18 名 

日程：2025 年 12 月３日（水）   板橋区立板橋第２小学校  １年生～４年生８名 

日程：2025 年 12 月 17 日（水）  板橋区立高島第６小学校 １年生～４年生８名 

日程：2025 年 12 月 20 日（土）  北区立王子第２小学校   １年生～３年生４名 

日程：2025 年 12 月 24 日（水）  板橋区立板橋第４小学校 １年生～６年生 32 名 

日程：2026 年１月９日（金）    練馬区立大泉第３小学校 １年生～６年生 20 名 

日程：2026 年１月 21 日（水）   新宿区立天神小学校    １年生～５年生 12 名 

 

◎「パラスポーツ体験講座・交流会」 主催：東京都スポーツ文化事業団 

     日程：2025 年９月 27 日（土）   東京体育館 参加者 14 名 

 

◎「スポーツの祭典」 依頼：台東区教育委員会 運営：ピー・スマイル 

   日程：2025 年 10 月 13 日（月祝） 台東リバーサイドスポーツセンター 参加者 90 名 

 

◎「パラスポーツ訪問教室」 主催：渋谷区学びとスポーツ部  運営：(株)スポーツビズ 

   日程：2025 年 11 月７日（金） 渋谷区立鉢山中学校 特別支援学級 14 名 

 

◎「八戸市スポーツ大使ふるさとセミナー」 主催・運営：八戸市総合政策部 

日程：2025 年 11 月 10 日（月） 八戸市立江南小学校 ６年生 18 名 

日程：2025 年 11 月 11 日（火）  八戸市立明治小学校 1・２年生 31 名 

日程：2026 年１月 23 日（金）   八戸市立北稜中学校 2 年生 65 名 

 

  ◎「令和７年度学校 2020 レガシー推進校」 主催：世田谷区スポーツ推進部 

   日程：2025 年 11 月 27 日（木） 世田谷区立東玉川小学校 ４年生 89 名 

日程：2026 年１月 30 日（金）  世田谷区立東深沢中学校１年生 133 名・特別支援学級９名 

 

◎「第３回 眼科領域チャレンジゴールボール交流大会」 主催：iGBNet  後援：日本眼科医会 

   日程：2026 年１月 17 日（土） 福岡視力障害者センター 参加 10 チーム 70 名 

 

◎「令和７年度都立特別支援学校促進事業」 主催：東京都スポーツ文化事業団 

     日程：2026 年１月 18 日（日）  八王子西特別支援学校 参加者 14 名 

日程：2026 年２月 22 日（日）  八王子西特別支援学校 参加者 12 名 

 

◎「八代南ロータリークラブ創立 50 周年記念 ユニバーサルスポーツ体験会」  

主催：八代南ロータリークラブ 

日程：2026 年２月 7 日（土） 八代市桜十字ホール  参加者 55 名 

◎「社内ゴールボール体験会」 依頼：三井住友ファイナンス＆リース株式会社 
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日程：2026 年２月 12 日（木） 三井住友銀行東館会議室 参加者 13 名 

 

◎「JNN 関西 28 社会ゴールボール大会」 主催：JNN 関西 28 社会 

日程：2026 年２月 12 日（木） Asue アリーナ大阪  参加者 70 名 

 

◎「多様性理解ゴールボール体験」 依頼：品川区立伊藤学園 

   日程：2026 年２月 17 日（火） 品川区立伊藤学園 ５年生 90 名 

 

◎「パラスポーツを知ろう！体験しよう！楽しもう！」 主催：愛知県スポーツ局  

運営：新東通信 

   日程：2026 年３月 22 日（日） 愛知パラスポ PARK オアシス 21 参加者 89 名 

 

3. 広報部 

（1）ゴールボール競技の認知拡大 

①ゴールボール紹介コンテンツの活用 

− ゴールボール紹介アニメーションおよび YouTube 掲載動画を活用した情報発信を実施 

− アニメーション動画の貸し出し依頼への対応を実施 

− アニメーションキャラクターぬいぐるみを作成し、普及・PR 素材として活用 

②日本ゴールボール選手権大会における広報強化 

− パートナーミーティングでの観戦呼びかけやブース設置、SNS でのチーム紹介投稿などを実施

し、大会広報を強化。 

− ライブ配信を外部委託し、映像や音声品質、画面構成の質を向上させた。また、本選では例年実

施していた解説だけでなく、本選では現地観戦者もリアルタイムで実況を聴取できるシステムを

導入し、大会全体および配信の魅力度向上に寄与した。 

− 来場者数（22 日：240 人、23 日：315 人 計 555 人） 

③公式サイトによる発信 

− 停止していたホームページ機能を復活 

【公式 HP 実績（カッコ内は 2024 年度）】 

ユーザー数：44,832（112,078） 

ページビュー数：194,612（363,021） 

平均滞在時間：2 分 19 秒（3 分 15 秒） 

④公式 SNS による情報発信・集客強化 

公式 SNS を活用し、日本代表・大会・普及活動等の情報発信を継続的に実施した（Instagram 投稿：

102（102））。 

【SNS フォロワー数（カッコ内は 2024 年度）】 

X：2,586（2,524） 

Instagram：1,753（1,555） 
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Facebook：2,659（2,627） 

YouTube：953（851） 

 

【はじめてのゴールボール YouTube（カッコ内は 2024 年 3 月時点）】 

競技紹介編：21,321 回（11,103 回） 

競技ルール編：16,688 回（8,364 回） 

観戦マナー編：6,687 回（3,268 回） 

※3 月 31 日時点 

 

【プレスリリース（カッコ内は 2024 年度）】 

配信件数：13 件（12 件） 

閲覧数：6,597 回（12,198 回） 

転載数：162 件（317 件） 

※3 月 31 日時点 

 

⑤選手のメディア露出支援 

選手への取材対応サポートを継続実施 

露出機会は 2024 年度比で減少傾向 

 

⑥日本代表・クラブチーム情報発信の強化 

スポンサーロゴ入りユニフォーム着用の日本代表写真を使用した各個人ページの作成 

クラブチームの活動情報に関するページを公開 

⑦他部署との連携 

スポンサー様対象ゴールボール体験会（マーケティング部＋広報部） 

東京都放課後子ども教室（普及啓発部＋イノベーション推進室） 

 

（2）規定類の見直しおよび改定 

以下の規定・申請書類について見直しおよび整備を実施 

− 後援規程 

− 個人肖像・呼称権使用申請書（強化指定選手・強化スタッフ対象） 

−  

4. マーケティング部 

2025 年度の広報・マーケティング部の活動テーマは以下 3 つで当時スタート。 

（1）ゴールボール競技の認知拡大  

（2）パートナー企業様の維持と獲得  

（3）パラ他競技団体様との交流・協力促進  

 

4 月～6 月末までの主な活動は以下の通り 
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・セールスシートの修正 

・パートナー企業リストの整理 

・パートナー企業様との打合せ（JTB 様、アルフレッサ様からの講演会相談、鳥居選手の個別協賛と

しての鈴廣様、mitsuki 様のオフィシャルクリニック講習、ＦＰパートナー様との日本選手権予選大 

会対応など） 

・パートナーMTG（7 月開催）に関する準備など 

・2025 年度契約書の確認・修正、締結手続き 

 

また、2025 年度 7 月より広報部とマーケティング部に分離して活動していくことになりました。（こ

こからは、マーケティング部としての活動報告となります。） 

 

（1）各パートナー/サポーター/サプライヤー契約書の精査/見直し/修正 

・2024 年のサーバーダウン事故における契約書類の整理/証跡の残っていない契約条項/契約内容

の調査・経緯解析/契約内容見直し/自動更新等の改定 

（2）オフィシャル・パートナー・プログラムの再検討 

・分かりやすい呼称/分かりやすいカテゴリー支援区分/分かりやすいプランへの見直し 

（3）上記１～２項に関するクライアント側への各種説明 

（4）マーケティング部への安価な外部スタッフの登用制度の利用・検討（面接など含む） 

（5）アソシエイツプログラムにおける自治体・団体・学校などとの連携協定 

・沖縄盲学校他 

（6）新規協賛セールスシート作成（実質 26 年度版） 

・オフィシャル・パートナー・プログラムに基づく新規協賛セールスシート作成 

・日本選手権大会特別協賛社用セールスシート作成  

（7）パートナー企業獲得に向けてのセールス活動 

・ニデック様、須山歯研様ほか 

（8）スポーツ庁他の委託事業活動への参画 

・U-Project（スポーツ庁）、ビジョン・コンソーシアム（毎日新聞社）、JSPO/JPC/JOC 

加盟団体向け研修会（スポーツ庁他）、TEAM Beyond パラコネクト説明会（東京都）、 

Sports Open Innovation（スポーツ庁）への参加 

（9）2026 パートナー企業ゴールボール交流大会開催（2026 年 2 月実施：8 社 14 チーム） 

（10）パラ他競技団体様との交流・協力促進 

・特定非営利活動法人日本ブラインドサッカー協会様、一般社団法人日本ボッチャ協会様、一般

社団法人日本車いすテニス協会様、特定非営利活動法人日本ブラインドマラソン協会様、NPO 法

人日本視覚障害者柔道連盟様とのご挨拶 

（11）2026 年度に向けての自主財源確保策の考案 

・ゴールボール魅力再発見プロジェクトほか 

（12）権益の履行 

・講演会の帯同/ロゴ入りアイテムの作成/日本選手権大会でのスポンサー・サプライヤー対応等 
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（13）スポーツ行政・教育機関等との連携推進 

・スポーツ庁訪問および長官との面談 

・学習指導要領等を踏まえた教育分野への展開に向けた情報収集・検討 

 

5. 強化委員会 

（1）トップカテゴリー 

《2025 年》 

①【VANDA Goalball Nations Cup Berlin2025（男子）】 

開催地：ベルリン（ドイツ） 

大会日程：4 月 3 日～4 月 6 日 

大会結果：準優勝 

②4 月 12 日～20 日 NTC イースト 

③5 月 3 日～11 日 NTC イースト 

④5 月 24 日～27 日 NTC イースト 

⑤【Malmo Lady Intercup 2025（女子）】 

開催地：マルモ（スウェーデン） 

大会日程：5 月 29 日～6 月 1 日 

大会結果：準優勝 

⑥6 月 9 日～15 日 飛騨御嶽高原高地トレーニングエリア 

⑦7 月 5 日～13 日 NTC イースト 

⑧【日本選手権女子予選】強化委員視察 

会場：所沢市民体育館（埼玉県） 

大会日程：7 月 19 日～20 日 

⑨8 月 9 日～17 日 NTC イースト（女子韓国代表チームとの合同合宿） 

⑩【ポルトガル遠征：合同練習＆トーナメント（男子）】 

開催地：ポルト（ポルトガル） 

合同練習＆大会日程：8 月 10 日～8 月 17 日 

大会結果：優勝 

⑪【日本選手権男子予選】強化委員視察 

会場：所沢市民体育館（埼玉県） 

大会日程：9 月 13 日～15 日 

⑫9 月 20 日～28 日 NTC イースト 

⑬【ジャパンパラゴールボール競技大会（男子）】 

会場：豊橋市（愛知県） 

大会日程：10 月 2 日～4 日 

参加チーム：タイ、パキスタン、日本 A、日本 B 

大会結果：A チーム優勝・B チーム 3 位 

⑭10 月 4 日～5 日 女子チーム練習会 筑波大学附属特別支援学校 
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⑮【IBSA Asia Pacific Championships（女子）】 

開催地：イスラマバード（パキスタン） 

大会日程：10 月 13 日～22 日 

大会結果：準優勝（世界選手権出場権獲得） 

⑯10 月 25 日～10 月 30 日 NTC イースト 

⑰11 月 1 日～3 日 吹田市立山田市民体育館・吹田市立北千里体育館 

※市民向け体験会、練習見学会実施 

⑱11 月 15 日～16 日 NTC イースト 

⑲【日本選手権】強化委員視察 

会場：所沢市民体育館（埼玉県） 

大会日程：11 月 22 日～23 日 

⑳12 月 13 日～21 日 NTC イースト 

《2026 年》 

㉑ 1 月 10 日～18 日 NTC イースト（男子ブラジル代表チーム招聘事業） 

㉒ ２月 14 日～22 日 NTC イースト 

㉓ 3 月 7 日～10 日 NTC イースト 

㉔ 【VANDA Goalball Nations Cup Berlin2026（男女）】 

開催地：ベルリン（ドイツ） 

大会日程：3 月 12 日～3 月 15 日 

大会結果：男子 7 位・女子優勝 

 

（2）次世代・ユースカテゴリー 

《2025 年》 

①4 月 19 日～20 日 所沢市民体育館 

②6 月 21 日～22 日 所沢市民体育館 

③8 月 21 日～24 日 所沢市民体育館（23 日～24 日はネクストオリオンキャンプ同時開催） 

④12 月 13 日～14 日 所沢市民体育館 

《2026 年》 

⑤1 月 24 日～25 日 所沢市民体育館 

⑥2 月 7 日～8 日 所沢市民体育館 

 

6. アンチ・ドーピング委員会 

（1）目的                               

国際競技大会への派遣選手（日本代表選手）、年代別強化指定選手（HPT/A・B・C）、国内最高レベル

の競技大会選手（国内最高レベル大会出場レベル）、育成選手対象（全日本大会出場レベル）、その他の

競技大会選手（ジュニア・ユース・指導者・トレーナーなど）へカテゴリー別にアンチ･ドーピングの啓

蒙活動を目的とし、アンチ･ドーピング教育と理解への普及 

（2）活動 
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【アンチ・ドーピング講習会】 

①強化指定選手・スタッフ向け講習会（オンライン） 

日時：2026 年 2 月 19 日 参加者：15 名 

内容）サプリメントについて、海外でのドーピング検査について等 

 

②次世代選手・スタッフ向け講習会（オンライン） 

日時：2025 年 6 月 21 日 参加者；12 名 

内容）ドーピングとは（サプリメントも含む）、ドーピング検査の手順と解説、TUE 申請について等 

 

③日本選手権女子予選会出場選手・サポートスタッフ向け（オンライン） 

日時：2026 年 6 月 28 日 参加者：55 名 

 

④日本選手権男子予選会出場選手・サポートスタッフ向け（オンライン） 

日時：2025 年 8 月 23 日 参加者：102 名 

   

③④ともに 

内容）日本選手権もドーピング検査対象試合になっていること、注意する項目（Ex:服装薬がある場合はサ

ポートスタッフにドーピングに抵触しないかの確認）、TUE 申請方法(アンチ・ドーピング委員会・島田

への連絡について)等 

 

⑤日本選手権大会女子予選会 アウトリーチ展開 

日時 2025 年 7 月 19 日・20 日 参加者：55 名 

 

⑥日本選手権大会男子予選会 アウトリーチ展開 

日時 2025 年 9 月 14 日・15 日 参加者：102 名 

 

⑤⑥ともに 

内容）チームへの声掛け、各チームの差し入れの食物・飲み物（特に海外製品）への注意喚起等 

 

⑦日本選手権本選ドーピング検査実施 

日時 2025 年 11 月 23 日 該当者：4 名 

 

7. アスリート委員会 

（1）アスリートの環境改善事業 

①アスリート情報交換 LINE グループを作成し、適宜情報提供を行った。 

②チーム登録をしているクラブチームに対して、ゴールボールに関する要望を調査し、適宜、大

会実行委員会や理事会などに意見を提出した。 

（2）連携事業 
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①オフィシャルクリニックなど他部会主催事業への協力 

②中央競技団体（JPC アスリート委員会）との連携 

 

（3）体験会事業 

①みんなでゴールボール in 山口 

日時：７月２6 日（土） 

場所：やまぐちリフレッシュパーク 

参加者：25 名、ボランティア：6 名 

 

②ゴールボールフェスタ in 新宿 

日時：１１月３０日（日） 

場所：新宿区スポーツセンター 

※新宿区と共催。 

参加者：30 名、見学者多数。ボランティア：15 名 

また、ゲストに元千葉ロッテマリーンズ大嶺 祐太選手、司会に河原 美沙都アナウンサーをお

招きした。 

※尚、本体験会事業において、日本盲導犬施設連合会に向けた募金活動を実施した。 

 

8. コンプライアンス委員会 

（1）組織体制の整備と常設化 

当協会は本年度、ガバナンス体制の強化を目的として、コンプライアンス委員会を常設の機関として設

置・運営しました。 

①委員の選任 

透明性および専門性を確保するため、関係規程に基づき、弁護士を含む外部有識者および女性委員を配置

した委員構成としました。 

②通報窓口の独立と周知 

事務局内に「コンプライアンス相談窓口」を設置し、通報者のプライバシー保護および不利益取扱いの禁

止を明確にした運用を開始しました。 

あわせて、事案発生時に迅速かつ客観的な対応が可能となるよう、対応フロー（チャート）を作成し、関

係者間での共通理解を図りました。 

 

（2）教育・研修の実施と柔軟な対応 

協会内におけるコンプライアンス意識の浸透を目的として、以下の教育機会を確保しました。 

①外部リソースの活用 

日本パラスポーツ協会（JPC）が実施する各種研修について、オンライン視聴を推奨する形で周知し、役

職員等の継続的な学習機会の確保に努めました。 

【研修会概要】 

日時：2025 年 10 月 9 日（木）  
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演題：「ハラスメントを“起こさない・見逃さない”ために～健全な組織を築く、責任と備え～」 

講師：TMI 総合法律事務所 

参加者：10 名（理事、各部所属者） 

②啓発活動の継続 

メール等を活用した情報発信を行うとともに、審判員に対しては資格試験の一部にコンプライアンスに関

する設問を導入するなど、継続的な啓発を行いました。 

 

（3）総括と次年度への課題 

本年度は、コンプライアンス体制の「基盤づくり」に重点を置き、組織全体の意識向上を図りました。 

①実施記録の管理 

研修受講状況を把握するため、研修の視聴記録を残す運用を進めました。 

②次年度の展望 

次年度は、オンライン研修に加え、対面による研修を早期に企画・実施し、双方向のコミュニケーション

を通じた理解の深化を図ります。 

また、作成した対応フローを基に、「より分かりやすく、相談しやすい通報システム」への改善を進める

とともに、独立性を確保した調査体制の構築について検討を行います。 

 

9. コーチ・指導員養成委員会 

公認 C 級コーチ養成講習会： 9 月 27 日（土）NTC イースト/受講者：2 名 

公認普及指導員更新講習会：1 月 オンライン/受講者：12 名 

公認普及指導員養成講習会：1 月 24 日（土）所沢市民体育館/受講者：8 名 

公認 B 級コーチ養成講習会：3 月 21 日（土）NTC イースト/受講者：3 名 

 

10. 理事会開催 

第 1 回 2025 年 4 月 14 日（月） 

第 2 回 2025 年 5 月 8 日（木） 

臨時①2025 年 5 月 25 日（日） 

第３回 2025 年 6 月 10 日（火） 

臨時②2025 年 8 月５日（火） 

第 4 回 2025 年 10 月 15 日（水） 

臨時③2025 年 12 月３日（水） 

臨時④2026 年１月 21 日（水） 

第 5 回 2026 年 2 月 11 日（水） 

臨時⑤2026 年３月 20 日（金） 

 


